
「まんげつのおさんぽ」

1. 本時のねらい

美しいものに触れ、すがすがしい心をもとうとする心情を育てる。

1.「まんげつのおさんぽ」を視聴して話し合う。
発問① 「お宝コレクションとして置いてあるウロコを見ているとき、チョビはどんな気持ち

だったでしょうか。」

発問④ 「美しいと思うものは、どんなものですか。」　※美しいと思うものや感動したものについて

２. 自分の経験を振り返る。

・このままウロコをもらいたい。
・絵本よりもウロコの方がいい。

・外見が美しいものを見たときの気持ちを、チョビに
なりきって考えさせる。

2. 本時の展開

学習活動 指導上の留意点

・絵本の世界は楽しかったな。
・絵本が消えてほしくない。
・見た目の美しさだけに目を向けていては、いけな
い。
・絵本は心を動かすことができる。

・外見だけでなく内面の美しさについても気付い
たときの気持ちを、チョビになりきって考えさ
せる。

・絵本の世界は素敵だな。
・こんなにきれいな世界があるのか。
・プクー、美しい世界に気付かせてくれて、あり
がとう。

・外見だけでなく内面も美しいものに触れたときの
気持ちを、チョビになりきって考えさせる。

発問② 「なぜ、チョビはウロコを出そうと思ったのでしょうか。」

発問③ 「絵本の世界で涙を流しているとき、チョビはどんな気持ちだったでしょうか。」

・沈んでいく夕日がきれいだった。
・親切にしていた友達の心が、素敵だなと思った。

・物だけでなく、それを見たり聞いたりしたときの
気持ちも振り返らせる。


